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　日本に先立って義務化を進めた
アメリカでは、1970年代後半には
火災で年間約６千人のかたが命を
落としていましたが、住宅用火災
警報器の普及率の上昇に伴って亡
くなるかたが減少しました。
　普及率が90％を超えた近年では
ピーク時から半減(３千人弱)し、住
宅用火災警報器設置の効果が表れ
ています。

　消防法の改正により、新築住宅は、平成18年６月から住宅用火災警報器の設置が義務付けられて
います。また、既存の住宅も、平成23年５月31日までに設置するよう市の条例で定めています。
　万一の火災のときに逃げ遅れないためにも、住宅用火災警報器を早めに設置しましょう。

　昨年の住宅火災で亡くなった
かたは1,023人で、その内の603
人は「逃げ遅れ」が原因です。
　さらにその６割は65歳以上の
高齢者で、高齢になるに従って
避難に時間の余裕が必要と考え
られます。

早く発見し、早く避難する
ことが一番大事です

設置無しでは死者数が1.6倍
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死亡原因の約６割が「逃げ遅れ」です。

住宅用火災警報器が、火災をいち早く知らせてくれます。

普及しているアメリカでは、死者が半減しています。

平成23年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられます

　住宅用火災警報器は、煙や熱を感知して火
災の発生を「ピーッ」という警報音や「火事で
す！火事です！」などの音声で知らせてくれ
ます。
　耳や目の不自由なかたには、光を発する物
やバイブ機能が付いている物など、音以外の
方法で知らせてくれるものもあります。
　住宅用火災警報器は、寝ているときでも、火
災の見張り番をしてくれる心強い味方です。

大館市消防本部　☎43-4151

（広報から抜き取って保存してください）（広報から抜き取って保存してください）

　日本に先立って義務化を進めた
アメリカでは、1970年代後半には
火災で年間約６千人のかたが命を
落としていましたが、住宅用火災
警報器の普及率の上昇に伴って亡
くなるかたが減少しました。
　普及率が90％を超えた近年では
ピーク時から半減(３千人弱)し、住
宅用火災警報器設置の効果が表れ
ています。

　消防法の改正により、新築住宅は、平成18年６月から住宅用火災警報器の設置が義務付けられて
います。また、既存の住宅も、平成23年５月31日までに設置するよう市の条例で定めています。
　万一の火災のときに逃げ遅れないためにも、住宅用火災警報器を早めに設置しましょう。

　昨年の住宅火災で亡くなった
かたは1,023人で、その内の603
人は「逃げ遅れ」が原因です。
　さらにその６割は65歳以上の
高齢者で、高齢になるに従って
避難に時間の余裕が必要と考え
られます。

早く発見し、早く避難する
ことが一番大事です

設置無しでは死者数が1.6倍

６千 100％

50％

0％

５千

４千

３千

２千

１千

０

（人）

1980
（昭和55）

1990
（平成２）

2000
（平成12）

住宅火災による死者数

住宅用火災警報器普及率

住宅用火災警報器の設置効果

0
1
2
3
4
5
6
7
8
（人）

1.6倍1.6倍

設置あり 設置無し

4.74.7

住宅火災100件当たりの死者数

7.57.5

全国の住宅火災の状況

平成19年 平成20年 平成21年

死亡原因の約６割が「逃げ遅れ」です。

住宅用火災警報器が、火災をいち早く知らせてくれます。

普及しているアメリカでは、死者が半減しています。

平成23年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられます

　住宅用火災警報器は、煙や熱を感知して火
災の発生を「ピーッ」という警報音や「火事で
す！火事です！」などの音声で知らせてくれ
ます。
　耳や目の不自由なかたには、光を発する物
やバイブ機能が付いている物など、音以外の
方法で知らせてくれるものもあります。
　住宅用火災警報器は、寝ているときでも、火
災の見張り番をしてくれる心強い味方です。

������������ ����		��

������


